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主 

題 

はい、私たちは変えることができる      “Yes we can change”   

アクション                      “Action” 

風となれ、ひかりとなれ          こころ豊かにあるために 輝くために   

限界を超えろ                “Y’s Power?  No limit!”   

聖 

句 

会長主題 

７日(火)  合同例会 

ウエルクラブとの合同例

会です。京都平安ホテ

ルでの開催ですので会

場を間違えないように。 

２２日(水) 通常例会 

新入会者歓迎会を外部

で持てないので、例会と

して開催いたします。 

４月 例会案内 

例会出席 

３月第一     １４名 

３月第二     １３名 

在籍者数     １７名 

メーキャップ    ０名 

出席率     ８８.２％ 

ＢＦポイント 

ファンド 

ニコニコ 

切 手        0pt 

現 金             0円 

累 計      16,000円 

蕎麦            27,024円 

名刺             8,480円                       

 

累 計       352,362円 

３月第一例会   7,000円 

３月第二例会   3,000円      

累 計      51,500円 

 僕が37歳の時、どういう訳かこのプリンスクラブを作るので入って欲し

いと言われ、入会する事になった。クラブと言われ、体育会系の僕には運動以外になにをす

るのだろうかと訳が分からないままに、メンバーとなった。すぐに、ＢＦ委員長にならされた。 

例会でＢＦアワーという時間を持たされた。 

 「ＢＦとは、ボーイフレンドの略ではなく、ブラザーフッドファンドの略で・・・・・」 

そんな第一声で始めたのを覚えている。当時のＢＦ主査に直接電話をして、色々と教えて

貰った事も未だに記憶に残っている。後に、我がクラブから、フルグラントで二人、僕はパー

シャルグラントでＢＦの恩恵を受けている。 

第7代目の会長をさせて貰った。次次期会長選考委員会という５名の会長経験者が、揃っ

て我が家に突然来られ、是非とも引き受けて貰わねばならないのですと言われ、皆さんに恥

をかかす事も出来ないので、丁重にお引き受けさせて頂いた事も覚えている。2度目の会長

は第26代目で、我がクラブの25周年記念例会を行なった事しか覚えてない気がする。 

 新しいクラブを作ろうと、メンバー数名で色々と動き始めた。丁度クラブが10年目になった

時に、10周年記念として新クラブをチャーターしようとしていたのだ。そんな折、我が家に「は

よ出て行け」という電話があった。その一言で、新クラブ設立を断念した。今思い起こすと、

僕も若く、血気盛んな年頃だったのでしょう。 

 このクラブが好きで、いろんな事に躍起になって活動していたと思います。他のクラブのメ

ンバー達とも積極的に関わり合うようになり、ますますワイズが面白くなって行きました。でも、

いつのまにか、クラブの中に自分の居場所が無い様に感じられ、プリンスクラブを辞めようと

退会届を書いた事もありました。 

 今は、70歳も過ぎて、多少丸くなったと思っています。次の世代の方々にお任せして、一メ

ンバーとしてクラブに参加してゆきたいと思っています。 

やはり、40代から50代のメンバーの方が中心となってクラブを運営してもらはねばならないと

思っています。若いからこそ出てくるエネルギーがクラブを活性化して行くのではないでしょ

うか。若いからこそ、色々と新しい体験をし、新たな人達との交流を楽しんで下さい。クラブの

歴史がどうであろうと、今から新しい歴史を作ってもらったらいいのでは無いでしょうか。僕達

は、後ろに控えています。いつでも相談をして下さい。 

 プリンスクラブは、噛めば噛むほど味が出てきます。 素晴らしい35周年を。 

   第７代・第2６代会長  岡西 博司 

キリストがわたしたちを愛して、御自分を香りのよい供え物、つまり、いけにえとしてわたしたちの

ために神に献げてくださったように、あなたがたも愛によって歩みなさい。 
              エフェソの信徒への手紙５章２節 

Ｙサ・ＡＳＦ 



 ３月第２例会Ｙ・サアワー。京都YMCAウエルネス事業部長中村彰利講師。 

 青い空と白い雲のキャンプ実行委員会が昨年１１月に大臣表彰を受けまし

た。 

キャンプ名に馴染みやすいニックネームが欲しいと言うことでソラシドキャンプと

いう名前が付きました。実行日は暑さが多少収まる８月下旬に設定しています。

参加者は当初小学生だけでしたが途中から中学生そして高校生までに広がり

ました。中には小学１年からずっと参加してくれる子供もいます。２０１７年のキャ

ンプではストリーキャンプとしてツリーハウスの製作を試みました。キャンプファイ

ヤーではゲーム以上の物として５年前からサバエ族が誕生、ワイズメンの熱演に

感動しました。キャンプ二日目早朝に気球体験を実施、気球が上昇するときの

子供の表情が豊かになるのを発見しました。キャンプリーダーの大学生からは

子供達から命について考える機会をもらった、医療スタッフからは、キャンプでし

か見られない子供の姿を見られるとの感想がありました。キャンプを実行する者

が色々気付かされることがあるソラシドキャンプです。 

＜次ページへつづく＞ 

２０20/3/17 
田中 邦昭 3月第二例会                           

第８００回という３月第一例会は、会長の「新型コロナウイルスの感染拡大の中、

会の開催をだいぶ悩みました」という挨拶から始まりました。メンバー同士の握手は

自粛し、ホテルに消毒のためのアルコールや、ゆったりした席を用意していただき、

いつもなら閉めているドアもオープンにしていただくという配慮をお願いしての例会

スタートになりました。委員会の報告では、やはりコロナに関連して、５月１７日に予

定されていたチャリティーランが延期になったという報告がありました。 

さて、本日のゲストスピーカーは、青白キャンプにボランティアとして参加してい

ただいた縁で、大阪母子医療センターのがん看護専門看護師の中長（なかちょう）

容子様に来ていただきました。がん看護専門看護師というのは、がん看護を専門

的に極め、病院でも地域でもがんケアのリーダー的役割を担うエキスパートです。 

まず、がんの基本的なところからおさらい。がんは２人に１人がかかっており、増え

た背景としては、喫煙などの生活習慣もありますが、一番の理由は、長生きするよう

になったことで、高齢になればなるほど、遺伝子のエラーが増えてくるからです。 

小児がんや、AYA世代（思春期・若年成人）のがんは、数は少ないのですが、家

族や、社会生活への影響が大きく、最近目が向けられるようになってきました。小児

がんで多いのは、白血病や脳腫瘍、リンパ腫で、大人にない芽腫もあるのが特徴

です。がんは小児の死因の上位を占めますが、７～８割治癒し、医療の進歩と合わ

せて治療成績は悪くありません。一方、長期生存が可能になることで、晩期合併症

が問題になってきます。①入院生活が長いため、心身のアンバランスなどにより、

学校や社会になじめない②生殖への影響③二次がんの発症発見のため定期的な

フォローが必要④劣等感から恋愛・結婚・就職の時などに悩むなどです。高校生は

義務教育ではないので、留年せざるを得ない、私学の小中学校は退学せざるを得

ない現状があり、命は助かっても、いろいろなことがおこります。 

スライドで、リニアック（放射線治療装置）がかばになっているのはびっくり。セラ

ピードックも活躍。さすが大阪母子医療センター。 

最後に、青白キャンプの感想を聞かれ、土をさわる、水に入るなど、普段できな

い、いろいろな体験をさせることができ、キャンプの初めはバスの段差も上れなかっ

た子どもが、帰りはたくましくなっているのを見ると、貴重な場ですと言われてまし

た。プリンスとしても、継続して取り組んでいく気持ちの源になりました。ありがとうご

ざいました。 

２０20/3/4 
椹木 徳子 

3月第一例会                     



＜前ページより＞ 

 次に、医療法人大山医院言語聴覚士鶴田美律講師。 

 聴覚障がい児プログラム研究会マイ・マイが昨年１１月に大臣からチャイルド・ユースサポート表章を受けまし

た。 

 私は大山医院で聴覚言語師として補聴器外来などを受け持っています。治療の他子供の進路相談にも関わ

り、又医者と患者の間の意思疎通のお手伝いをしています。 

＜難聴とは？＞ 

電話・音楽嫌い、見えない障害（誤解されやすい、判っててもその障害を忘れる）。 

先天性は１０００人に１～２人 、感音難聴は蝸牛障害による、脳波検査で０才から発見出来るようになった。３０デ

シベル以上から難聴となる－０デシベルは２０才平均値。 

子供の難聴は、言葉が覚えられない、コミニケーションがとれない、情緒・社会性が育たない→知能が育たない

→早期診断治療が必要。 

加齢性難聴は認知症や鬱に繋がる。重度難聴は人工内耳を施せるが完全には聞こえない、聞こえる即理解と

はならない－教育が必要となる。 

私達が出来る話し方は、ゆっくり、はっきり、やや大きめの声。 

口を大きく動かす－口、顎、頬→「あいうえお」 唇→「ぱばま」 舌→「ただなら」 指、手、目を動かす。 

 

筆者後記：以上、まだまだ私達は学ぶことがありそうです 

第１９・２２代西日本区理事 

  遠藤 通寛 （大阪泉北） 

ワイズメンズクラブの向かう先 元理事にお聞きしました。 

     

  



報告事項 

●西日本区大会登録一次締切を４月末に２

次締切を５月20日に延期 

●神戸ポートの玉ねぎファンドを実施する 

 

承認された事項  

●次々期会長に飯尾豊ワイズを推薦 

●次期三役及び委員長 

●４月第二例会を4/22日に変更し、ＥＭＣよ

り２万円拠出して、新入会員歓迎会とする。 

 ２５日 岸 裕也 ７日(火) 第一例会  

  19:00  京都平安ホテル 

19日(日) リトセン夜桜フェスタ

   （中止）  

22日(水) 第二例会  

  19:00  グランドプリンスホテル 

25日(土) 東広島25周年記念例会 

     （中止） 

28日(火) 役員会 

猛威を振るう新型コロナウイルス、

ワイズの事業が次々と中止に追い

込まれている。プリンスの例会は、

密室・集団的な環境をできるだけ

緩和した状態で開催しているが、

いつまで続けられる事やら。 

。 

                   岸 裕也 

１．2020年4月からの子どもウエルネスプログラム

申込み          
4月スタートのクラスの申込受付をします。   

◆募集プログラム 野外体験学習プログラム スイミン

グスクール 体操 サッカー バスケットボール キッズ

ダンス アフタースクール 

※お申込み・お問合せ：京都YMCAウエルネスセンター

（TEL）075-255-4709 

詳しくは予約専用サイトe-YMCAをご覧ください。 

  https://e-ymca.appspot.com/kyoto/index  
2．4月からのボランティアリーダー募集  
4月から、京都YMCAでボランティアリーダーとして登

録し、活動する大学生を募集いたします。（アウトド

アクラブ 、病気の子ども達のための支援、病気の子

どもの元気なきょうだいのための支援、発達障がいの

ある子ども達の支援、サマーキャンプ・スキーキャン

プ） 

〇対象 ・4年制大学の2020年度1回生、2回生もしくは

短大や2年制以上の専門学校の1年生  

・子どもが好きな方。学生生活に何か有意義な活動を

と思っている方。 

・研修をまじめに受け、責任を持って行動できる方。 

〇ボランティアリーダー募集説明会 

以下の日程の夜（19時～20時頃）に開催しています。 

4月：7日(火)、14日(火)、21日(火)、28日(火) 

5月：12日(火)、19日(火)、26日(火) 6月：2日(火) 

お申込み・お問合せ：京都YMCAウエルネスセンター

（TEL）075-255-4709 


